
各成分については ●咀嚼運動は行わず嚥下する事 ●離水しないゼリー（増粘系） ●主食は軽く付着あり ●離水しないゼリー ●離水しないゼリー
『経管栄養組成表』を参照 　（丸のみ）を目的とする ※水分による誤嚥を防ぐ ※適した主食形態を探る ●離水しないプリン ●離水しないプリン
のこと ●感染を考慮して蛋白含有量が ※口内でバラけるため口内に ●付着が低いもの ●付着は多少あり

　少ないもの 　残りやすい。不衛生リスクあり●汁ものはやや温度が高め ●ざらつきは多少あり ●ざらつきは多少あり
●離水しない糖質ゼリー ●口内溶解ゼリー（ゼラチン）
●とろみをつけた水 ※口内でバラけずまとまりやすい ●嚥下Ｂ+副食が1品増える

※溶解による誤嚥のリスクあり

通常の経管栄養剤 ■とろみ水 ■エンジョイカップゼリー ■重湯ゼリー ・主食（基本：ソフト粥） ・主食（基本：ソフト粥）

※香りは良い 　量：指示量 　（カップ：増粘系） 　量：165ｇ　※指示量による ・味噌汁（具なし） ・味噌汁（具なし）

　味：6種類　　量：70ｇ ・ねり梅、たいみそ等 ・主菜

・デザート（エンジョイゼリー） ・副菜

・デザート（エンジョイゼリー）

※麺の提供なし ※麺の提供なし

経口に配慮した栄養剤 ■水分ゼリー（糖質のみ含有） ■エンジョイゼリー ■味噌汁ゼリー

※飲みやすさに工夫あり 　味：フルーツ5種類 （手作り：ゼラチン系） 　量：75ｇ　※指示量による

　量：50・75・100・150ｍｌ 　味：10種類　　量：40～60ｇ

絶食開始時、水分補給、 ■ＶＦ検査食（バリウムゼリー）■ソフトアガロリー

ビタミン等補給など 　内容：とろみまたはゼリー （カップ：増粘系）

　味：7種類　　量：83ｇ

※ゼリー等のデザートについては ※ゼリー等のデザートについては

　「レベル0」のものを使用 　「レベル0」のものを使用

■その他ゼリー各種　40ｇ程度

　※離水はあるが軟らかく

　　食べやすい。

嚥下訓練　A-3

主食形態

患者請求（食事療養費）

（経口摂取の場合）

名

称

0-ｔ　　0-ｊ

レベル1 レベル2

流動食
嚥下訓練　B 嚥下訓練　C

【テスト食】 【移行準備食】 【ソフト移行食】

特

徴

嚥下訓練食B 嚥下訓練食C

提　供　量

栄　養　量

各食事の嚥下段階レベル（摂食嚥下訓練編）

〈4品〉

〈5品〉

0～50Ｋｃａｌ/1品 50～150Ｋｃａｌ/1品 10～50Ｋｃａｌ/1品 160Ｋｃａｌ/1食 230Ｋｃａｌ/1食

30ｍＬ～ 40～80ｇ 味噌汁75ｇ、粥165ｇ ハーフ量+ゼリーのみ全量 ハーフ量+ゼリーのみ全量

レベル0

【訓練食】 【移行確認食】

食

事

内

容

・

そ

の

他

学会分類2013 1ｊ

〈食品衛生法上食事時間内で訓練〉

嚥下訓練　A-1 嚥下訓練　A-2

7分粥（粥7割+重湯3割）　全粥（10割）

※一般食として請求する

重湯（上澄み液）3分粥（粥3割+重湯7割）5分粥（粥5割+重湯5割）

2-1 2-2

※請求なし
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●通常のゼリー、ムース、プリン●主に咀嚼力低下に配慮 ●軟菜食となっている
　ヨーグルト（多少の離水あり）●極キザミは薄くトロミつき ●通常形態であるがスプーンに
●付着は多少あり ●麺は10ｃｍカットにて提供 　のる大きさが基本。
●ざらつきは多少あり ●果物については固さに応じて ●食品の固さに応じて大きさを
●ミキサー食は薄くトロミつき 　すりおろし又はゼリーに変更 　調整（指示のある方のみ）
●嚥下Ｃ+副食が2品増え、
　朝に飲み物がつく

・主食（選択） ・主食（選択） ・主食（選択）

・味噌汁（具なし） ・味噌汁（具キザミ） ・味噌汁

・主菜 ・主菜 ・主菜

・副菜 ・副菜 ・副菜

・副副菜又はデザート ・副副菜又はデザート ・副副菜又はデザート

・朝の飲み物あり ・朝の飲み物あり ・朝の飲み物あり

〈5～6品〉 〈5～6品〉 〈5～6品〉

※麺の提供なし ※極キザミ：麺の提供なし

※キザミ：麺　1ｃｍ、5cm、

　10ｃｍカットにて提供

　　　全粥　　米飯　　※希望に応じて軟飯（水分5割増し：全粥と米飯の中間）

※医師の指示量

普通食写真

レベル3 レベル4

ソフト
ミキサー食

極キザミ
キザミ食

【嚥下対応食】

※医師の指示量

ソフト食写真 極キザミ写真（細かい）

【咀嚼対応食】 【一般的形態】

レベル5

普通形態食

3

主食

請求

提供量

4

　重湯（上澄み液）　3分粥（粥3割+重湯7割）　5分粥（粥5割+重湯5割）　7分粥（粥7割+重湯3割）

※一般食又は治療食として請求する

特

徴

ミキサー食写真 キザミ写真（あらい）

一口大写真（肉を一口大）

各食事の嚥下段階レベル（食形態選択編） 釧路中央病院　Ｈ27年7月改正

栄養量

食
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他

分類

名

称

 
 

 
 

均質 

 

不均質 

学会分類2013と当院食形態分類比較表 

開始をゼリー又はとろみのどちら

にするか症例に対応して分けられ

ている 

  ｊ＝ゼリー   ｔ＝とろみ 

開始用：蛋白と提供量が

少ない食品 

蛋白量や提供量は特

に問題ない 

なめらかで均質な食品 

軟らかいが粒などを含

む不均質なもの 

ミキサーにかけてから

再成型したもの 

ゆるくとろみが付き、固すぎず、バラけにくく、

はりつきにくいもの 

j L0

t （とろみ水）

嚥下訓練Ａ-2 区分4

嚥下訓練Ａ-3 （ゼリー状）

1 嚥下訓練Ｂ レベル1 許可基準

2 嚥下訓練Ｃ レベル2 Ⅱ･Ⅲ

3
嚥下調整食

3
ソフト・ミキサー食 レベル3 L4 区分3

4
嚥下調整食

4
極きざみ・きざみ食 レベル4 L4 区分1・2

普通形態食 レベル5

当院食形態分類学会分類2013

嚥下食

ピラミット

分類
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Ⅰ

L1・L2
許可基準

Ⅱ

2
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2
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1 j
嚥下調整食

1

0
嚥下訓練

食品

L3 区分4

えん下困難

者用食品

ＵＤＦ

※注）段階

が他とは逆

市販嚥下食品分類
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